
　　　　　　　　　　

下い口説
（本調子）

１．さてぃむ旅寝ぬ假枕
　
　　夢ぬ覚みたる心地してぃ

　　昨日今日とぅは思いどぅむ

　　最早九十月なりぬれば

２．やがてぃ御暇下さりてぃ使者ぬ面々

　　皆揃てぃ弁財天堂伏し拝でぃ

３．いざや御假屋立ち出ぢてぃ滞在ぬ人々

　　引ち連りてぃ行屋ぬ浜にてぃ立ち別る

４．名残り惜し気ぬ舟子共喜び勇みてぃ

　　帆を揚ぎぬ祝ぬ　盃　廻る間に

５．山川港にはい入りてぃ船ぬ検み済んでぃまた

　　錨引ち乗し真帆引きば

６．風やまとぅむに子丑ぬ方佐多ぬ岬ん

　　後に見て七島渡中ん安々とぅ

７．波路はるかに眺むりば後や先にん

　　友船ぬ帆引ち連りてぃ走り行く

８．道ぬ島々早過ぢてぃ伊平屋渡立つ波

　　押し添いてぃ残波岬にはい並でぃ

９．ありあり拝み御城むとぅ弁ぬ御岳ん打ち続き

　　（エイ）袖を連にてぃ諸人ぬ迎えに出ぢたや

　　　三重城

旅寝の仮の宿の生活も
一瞬の夢を見ていたように過ぎ去り
旅立ったのが昨日今日のように思えるが
もう９月１０月の季節になっていた

やがてお暇を出されて
使者の皆が揃って弁財天を伏し拝む

いざお仮屋を出発し　薩摩に滞在中の人々と
連れ立って行屋の浜で別れを交わした

名残惜しそうな舟子たちだが
喜び威勢良く帆を揚げた
祝いの盃が交わされる間に

山川港に入って船の調べも済み
錨を引き上げ帆を張ると

風は北北東からの順風で
佐多岬も後に見るほど進み
七島灘も無事に過ぎた

波路をはるか見渡すと後にも先にも友船が
帆を揚げて快調に走っている

途中の島々を早くも通り過ぎ
伊平屋の海峡の波も乗り切って
残波岬を横に見る

ほら、首里のお城が見えて
弁が嶽も城に続いている
大勢の人がにぎやかに迎えに出ているのが
三重城だ
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